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Thepresentpaperdealswiththeresultofwildbeesurveysmadeinthefarmland
zoneatOyabe-shiandinthedlyriverbedofShogawarlveratDaimon-machi，Toyama
Prefbcmre，Hokuriku，Japan，duringthebeeseasoninl996-l998・Twentythreespecles
(654individuals）ofbeeswerecollectedintotal,whichrepresentedl3generaofseven
familiesinthefhrmlandzoneofOyabe-shiandFortytwospecies（599individuals)，
whichrepresentedl5generaofsixfamiliesinthedryriverbedofDaimon-machi、
Halictidaewaspredominantinthenumberofspeclesandofindividualsinbothsites，
About50％oftotalindividualswerecollectedonRosaceaeinthesurvevsiteofOvabe-
ご
shiandabout25％inthesurveysiteofDaimon-machi・
KeywordS：wildbees，Howervisiting，ToyamaPrefbcmre，Oyabe-shi，falmlandzone，
Daimon-machi，dryriverbed．
1996～1998年，富山県西部小矢部市四日町の農耕地および大門町枇杷首の庄川河川敷におい
て，ハナバチ類の生態的調査を行なった。小矢部市四日町において7科13属23種（654個体)，
大門町枇杷首において6科15属42種（599個体）のハナバチが（ニホンミツバチ，セイヨウミ
ツバチは除く）が得られた。小矢部市四日町においては，種数．個体数ともにコハナバチ科が
圧倒的に優勢な科であり，個体数ではヒメハナバチ科が次ぎ種類数ではコシブトハナバチ科が
次ぎ，アカガネコハナバチが最も個体数が多かった。大門町枇杷首においては，種数．個体数
ともにコハナバチ科がもっとも優勢な科であり，個体数ではコシブトハナバチ科が次ぎ種類数
ではハキリバチ科が次いぎ，キオビツヤハナバチが最も個体数が多かった。2ヶ所ともにキク
科花上で得られた個体が最も多く，小矢部市四日町においては採集個体数の約50％がそうであ
り大門町枇杷首においては約25％がそうであった。次いで小矢部市四日町ではマメ科，大門町
枇杷首ではヤナギ科花上でともに約20％の個体が得られた。
キーワード：ハナバチ相，訪花性，富山県，小矢部市，大門町，農耕地，河川敷
はじめに
富山県各地からハナバチ相やそれ
富山県西部の農耕地と河川敷にいて1996～1998年の3
ヵ年に行なわれた調査結果である。
本文に入るにさきだち，開花植物の同定をいただい
た富山市科学文化センターの太田道人氏に，ムカシノ、
近年筆者により， 才
らの生態的調査に関する報告がなされてきた（根来L
1993,1995,1997,1999，2000,2001)。今回の報告は
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主な開花植物は，春から秋にかけて，小矢部市四日
町では，セイヨウタンポポ，ウマノアシガタ，ハルジョ
オン，アカツメクサ，シロツメクサ，コウゾリナ，ヒ
メジョオン，カタバミ，コメツブウマゴヤシ，オオバ
コ，ツユクサ，イヌガラシ，イヌタデ，ゲンノショウ
コ，ヘクソカズラ，アキノノゲシ，キツネノマゴ，ヤ
ブガラシ，ノコンギク，ミゾソバ，アメリカセンダン
グサなど，大門町枇杷首では，カワヤナギ，セイヨウ
タンポポ，オオイヌノフグリ，タニウツギ，ハルジョ
オン，コウゾリナ，カワラマツバ，ミヤコグサ，ウツ
ボグサ，ヒメジョオン，ネムノキ，シロツメクサ，コ
マツナギ，カワラサイコ，ムシトリナデシコ，ノブド
ウ，カワラハハコ，ヤブガラシ，カワラナデシコ，ア
キノノケシ，セイタカアワダチソウ，アキノキリンソ
ウ等が挙げられる。
表1に，近隣の高岡市伏木（標高12m）の平均気温
ナバチ科の同定をいただいた鹿児島女子短期大学の幾
留秀一博士，ヒメハナバチ属，ヤドリコハナバチ属，
キマダラハナバチ属の同定をいただいた大野市の羽田
義任氏に感謝申し上げる。
調査地および調査方法
調査地
小矢部市四日町の調査地（標高27m）は，図1のよ
うに，富山県西部にある小矢部川と渋江川に挟まれた
農耕地であり，主に水田，一部に畑が作られる。東西
は各河川の堤防に囲まれ南側は農耕地・土砂採取地・
人家がある。
また，大門町枇杷首の調査地（標高5m）は庄川左
岸の河川敷で幅約200mあるが，堤防側100mは畑・運
動場として利用され流水側100mがヤナギ林，ヨシ原，
ススキ。チガヤ・カワラハハコ等の草原および砂喋地
である。 と降水量の年変化を示しておく‐
十
s
調査ルート
小矢部市四日町
0
図1．調査地
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(富山県気象年報（1997）による:：表1．高岡市伏木（標高12m）に置ける平均気温と降水量（平年値）
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調査方法
調査方法は，Sakagami，LarocaandMoure（1967）
および坂上，福田，川野（1974）等によって用いられ
た方法を用いた。詳しくは上記論文にゆずるが，簡単
にいえば「開花季節を通じ，定期的に開花植物から一
定時間，すべてのハナバチを採集する｡」ことである。
小矢部市四日町での調査場所は，渋江川堤防沿い・
小矢部川堤防沿い・農耕地中央部の農道沿いであり，
橋詰（図1，A地点）を起点に，約1.5kmの歩行ルー
トをとり起点を終点とした。起点を9:30に出発し終点
に13:00到着，間に30分の休憩を入れ，調査時間は計
3時間である。
大門町枇杷首での調査場所は河川敷のヤナギ林と
流水間のヤナギ疎林・草地である。大門大橋下（図1，
B地点）を起点に，約L5kmの歩行ルー トをとり起点
を終点とした。調査時間は小矢部市四日町と同一で3
時間である。
調査日は各々以下に示す4月から10月にかけての7
ないし8日間である。調査日は，なるべく天候の良い
日を選ぶようにしたが，都合であまり良くない日に行
なったときもある。
なお，調査期間中には，大門町枇杷首では草刈り野
焼き等はなされなかったが，小矢部市四日町では場所
によるが2ないし3回の草刈りがなされた。
また，当調査地にはニホンミツバチ，セイヨウミツ
バチの2種のミツバチがみられ個体数も多かったが，
これらは採集しなかった。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温を示し，開花植物を例示する。
7月3日晴れ後曇り30～33°Cオオバコ，ツユク
サ，イヌガラシ，クルマバナ，イヌタデ等開花。
8月6日曇り時々 晴れ28.5～325℃ツユクサ，
ノブドウ，ゲンノショウコ，ヘクソカズラ等開花（土
手草刈直後)。
9月8日晴れ時々 曇り27.5～29.5℃アキノノゲ
シ，クズ，キツネノマゴ，ヤブガラシ，ヒガンバナ等
開花。
10月5日薄曇22～23.5℃ノコンギク，ミゾソバ，
アメリカセンダングサ，イヌコウジュ等開花（土手ほ
ぼ全て草刈ずみ)。
大門町枇杷首
1996年
4月24日晴れ20～235℃セイヨウタンポポ，才
オイヌノフグリ，タネツケバナ，サクラ等開花。
6月20日曇り23～24°Cカワラマツバ，キリンソ
ウ，ミヤコグサ，ウツボグサ等開花
10月6日晴れ後曇り23～26.5℃セイタカアワダ
チソウ，アキノキリンソウ，ツユクサ，ミゾソバ等開
花
1997年
8月27日曇り後晴れ28～32℃コマツナギ，ノブ
ドウ等開花。
1998年
4月3日晴れ後曇り10～12℃カワヤナギ，タチ
ヤナギ等開花。
5月5日曇り時々晴れ165～19℃タニウツギ，
ハルジョオン，コウゾリナ，カキドウシ等開花。
6月24日曇り時々晴れ24～25℃ヒメジヨオン，
ネム，シロツメクサ，コマツナギ，カワラサイユム
シトリナデシコ等開花。
9月13日曇り時々晴れ27～28.5℃カワラハハコ
ヤブガラシ，ノブドウ，カワラナデシコ，アキノノゲ
シ等開花。
小矢部市四日町
1998年
4月21日曇り時々晴れ18～21℃セイヨウタンボ
ポ，ウマノアシガタ，ハルジョオン，ヒメオドリコゾ
ウ等開花。
5月14日薄雲のち晴れ185～215℃アカツメク
サ，シロツメクサ，コウゾリナ，ノアザミ等開花。
6月6日曇り時々晴れ195～22℃ヒメジョオン。
カタバミ，コメツブイマゴヤシ，ノゲシ，ウツボグサ
等開花（土手・あぜ半分程度草刈)。
結果および考察
ハナバチ相の組成
今回の調査で得られた全てのハナバチの種類名とそ
れらの個体数を以下に示す。
表2ハナバチ相組成
小矢部市四日町
COLLETlDAE
1．Cひ"eres（CO"eres）p“eﾉﾉαr"sPerez
4早:'98-Ⅸ-8,l早;'98-X-5,3鼎
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HALlCTlDAE
2．HtJ"α"s（HZJ"α"s）応加gro"e"s応Strand
94早93:198-Ⅳ-21,14早;'98-V-14,16早;198-Ⅵ-6,4早；'98-Ⅶ-3,31早2J；198-Ⅷ-6,9早3J;'98-Ⅸ-8,9早3ケ;i98-X-5,皇
13
3．Hα"c〃s（Seﾉα”"jα）αera""sSmith
l65早25J:'98-V-14,49早;'98-Ⅵ-6,12早;'98-Ⅶ-3,51早1c7;'98-VⅢ6,31早13;'98-Ⅸ-8,12早83;198-X-5,10早5c7
4．Lasjog/OSS"'〃（Ey)ﾉﾉαe"s）”"e（Smith）
66早2ケ:198-V-14,19早ﾗ'98-Ⅵ-6,2早;i98-Ⅶ-3,8早23;'98-Ⅷ-6,19早;i98-Ⅸ-8,15早;'98-X-5,3鼎
5．Lasjog/o”"〃（EWﾉαe"s）ohejHirashimaetSakagaml
4早:'98-Ⅶ-3,1早;198-Ⅷ-6,1早;198-Ⅸ-8,2早．
6．L“jog/“”碗（EWﾉαe"s）pα""o耐"耐（Strand）
24早:i98-Ⅳ-21,3早;198-V-14,1早;'98-Ⅶ-3,9早；i98-Ⅷ-6,5早;'98-Ⅸ-8,6早．
7．L“jog/o“"脚（E”/αe"s）peγc、“zc”s（Cockerell）
2早:'98-V-14,2早．
8．Lasjog/OSS"腕（EW/α“s）spD3
1早:､98-Ⅵ-6,1早
9．Lasjogﾉo“"碗（Lasjog/“s"胴）腕""/"碗（Vachal）
l早:198-X-5,1早．
10.L“jog/“s"碗（L“jog/o“"碗）proxjma加加（Smith）
l早:198-V-14,1早．
lLLasjog/OSS""（Lasjog/o”"耐）Sc""ﾉ"耐（Smith）
33早1ケ:'98-Ⅳ-21,9早う'98-V-14,9早;'98-Ⅵ-6,12早;i98-Ⅶ-3,5早；'98-Ⅷ-65,2早1J；'98‐
12．助ﾙeco火sノ”o"jc"sCockerell
2早2J:'98-V-14,l早；‘98-Ⅷ-6,1早23.
13．助heco火s〃”o〃Meyer
3早:198-V-14,l早;i98-Ⅷ-6,2早．
ANDRENlDAE
14．』"〃e"a（Cﾙﾉorα刀”e"α）肋""〃Alfken
ll7早2ケ:'98-Ⅳ-21,13;i98-V-l4,67早lc?;i98-Ⅵ-6,50早．
MELlTTIDAE
l5、DaS"ﾌo血ノ〃o"jcaCockerell
9早273:198-Ⅳ-21,10J;i98-V-14,8早173;198-V1-6,1早．
MEGACHlLlDAE
16．〃ｾgacﾙ"e〃jppo"zcα〃Ippo"jcaCockerell
lO早73:'98-V-14,23;198-Ⅵ-6,1早23;'98-Ⅷ-6,1早2c7;'98-Ⅸ-8,8早1ざ’
17.Mとgac方"e応"rzｲge"sjsCoCkerell
l早:'98-X-5,1早．
ANTHOPHORlDAE
l8．〃ひ腕α”ノ〔やo"jcaSmith
2早:'98-V-14,2早．
19．4mh”horap/"耐jp“（Pallas）
3早:'98-Ⅳ-21,3早
20．E"cerasp"rcα”“Perez
9早273:'98-Ⅳ－10，103;'98-V-14,8早l7c7;i98-Ⅵ-6,1早．
21．Cerα""a（αrα""姉α）βαv叩郎Smith
l早:198-Ⅶ-3,1早．
59
Ⅸ-8,2早；i98-X-5,1早．
l早
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22．鞠ﾉんcQpαα”e"成c"”αc"c"班voわ"sSmith
2早:198-Ⅳ-21,l早;'98-Ⅸ-8,1早．
AP|DAE
23．8o加加s（Bo'"6"s）壇"""sSmith
8早12W:'98-1V-21,6早う'98-V-14,l早;'98-Ⅵ-6,1早2W;'98-Ⅸ-8,10W
大門町枇杷首
COLLETlDAE
1．CO"α“（Cb"er“）pare"α〃sPerez
3砂:I96-X-6,3c?、
2．CO"α“（CO"er“）vog〃Perez
2早:'96-X-6,2早．
3．鋤/αe"s（Bo'eQpsjs）碗αc"e"s/“Ikudome
8早2c7:'96-V1-20,5早1J；'98-V1-24,2早1ケ;'96-X-6,1早．
4．町"e"s（ﾉVｾsQp'“Qpjs）〃'α応Z"""'αjBridwell
l早2ケ:196-Ⅵ-20,lc7;196-X-6,1早13．
HALlCTlDAE
5．〃上7"c〃s（"α"α"s）／s腕gro"e"”Strand
4早:'98-V-5,2早；198-Ⅵ-24,1早;198-Ⅸ-13,1早．
6．〃上J/jc畑S（Se/α”"/α）α”αr“Smith
31早11ケ:198-V-5,7早;'96-Ⅵ-20,6早;'98-Ⅵ-24,11早;197-Ⅷ-27,3早;198-Ⅸ-13,3c同;‘96-X-6,4早8Ca
7．L“jOg/“S"碗（E呪αe"s）〃"e（Smith）
2早5cF:197-Ⅷ-27,2早;198-Ⅸ-13,3ケう'96-X－6，53．
8．L“jog/“s""，（E”/αe"s）ノ“o"IC"碗（DallaTo汀e）
4早:'98-V-5,2早；'96-Ⅵ-20,l早;'97-Ⅷ-27,1早．
9．Lasjog/o”zｲ碗（EWme"s）o方ejHirashimaetSakagaml
54早:'98-V-5,32早;196-Ⅵ-20,17早;'98-Ⅵ-24,5早．
10．L“jog/o“"脚（E叩me"s）“""O脚"胴（Strand）
47早83:'96-Ⅳ-24,1早う198-V-5,21早ﾗ'96-Ⅵ-20,17早3J;198-Ⅵ-24,7早33;'96-X-6,1早2＆
11．“sjog/o”"腕（E沙/αe"s）p"”/"脚SakagamietTadauchi
4早:98-V-5,3早;､96-Ⅵ-20,1鼎
12.L“jog/o”"腕（E”me“）rae"/o/e""脚（Vachal）
15早:'98-Ⅳ-3,3早;196-Ⅳ-24,5早;'98-V-5,5早;196-Ⅵ-20,l早;198-Ⅵ-24,1早．
13．L“/og/o“"碗（Eyy/αe"s）splO
11早:196-Ⅳ-24,2早;198-V-5,7早；'96-Ⅵ-20,2鼎
14.L“jog/o”"脚（L“jog/O”"腕）/αeWve""e（Perez）
3早:'96-Ⅳ-24,3早．
15.L“Iog/o“"碗（L“jog/o“"碗）occj咋加（Smith）
3早13:'98-Ⅵ-24,l早;‘97-Ⅷ-27,2早;196-X-6,1ケ．
16.L“jog/“”腕（L“jog/“s"脚）〆oxz碗“"脚（Smith）
4早:198-Ⅳ-3,l早；'96-Ⅳ-24,1早ﾗ'98-V-5,2早．
17.L“jOg/o“"脚（L“jog/“sz,腕）Sc""/"耐（Smith）
7早:'98-V-5,5早;'97-Ⅷ-27,2早．
ANDRENlDAE
18．4"‘かe"a（Cﾙﾉorα"”e"α）肋"r〃／Alfken
4早:198-V-5,2早う↑96-Ⅵ-20,2早．
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19．4"″e"a（L”α"”e"α）ec〃jze"jaHirashimaetHaneda
3早:'98-Ⅳ-3,1早;i96-Ⅳ-24,2早．
20．4"”e"a（L”α"”e"α）ん”jα"αHirashimaetHaneda
34早:'98-Ⅳ-3,10早；'96-Ⅳ-24,24早．
2LA"”e"a（Micm"〃e"α）h』たo“α"αHirashima
23:'98-Ⅳ-3,1J;'96-Ⅳ-24,13.
22.4"”e"a（Mcγα"”e"α）s"〃eWg"αHirashima
22早33:'98-Ⅳ-3,5早2J;'96-Ⅳ-24,17早13．
23．4"”e"a（Miな"k""”s）ノ”o"jcaCockerell
l5早1J:'98-Ⅳ-3,3早；i96-Ⅳ-24,2早1J;'98-V-5,1早;198-Ⅵ-24,9早．
24．4"”e"a（"αcﾙα"”e"α）/bveQp""α“αAlfken
2早:196-Ⅳ-24,l早;I98-V-5,1早．
MEGACHILlDAE
25．C""CO”脚α”8s"/a（Cookerell）
2早:197-Ⅷ-27,2早．
26．Coe"oXys〃eWsEversmann
lc7:197-Ⅷ－27，13．
27．Mｾgach"e”6e"sjsCockerell
ll早143:'96-Ⅵ-20,2早43;i98-Ⅵ-24,6早33；197-Ⅷ-27,2早6J;'98-Ⅸ-13,1早13．
28．Mｾgach"e〃”omcα〃”o"jcaCockerell
lO早203:196-Ⅵ-20,53;'98-Ⅵ-24,3早;！97-Ⅷ-27,3早8J;198-Ⅸ-13,4早7ケ．
29．Mｾgach"es"mzzomeHirashimaetMaeta
3早:i98-Ⅵ-24,3早．
30．Mｾgach"e応”"ge"sjsCockerell
2早:i97-Ⅷ-27,2早．
31．MEgac〃/ewj""gh〃e'α脚""αk“αiHirashimaetMaeta
5J:'98-Ⅵ-24,53.
32.Mｾgach"ey“"脚α応"jHirashima
23:'97-Ⅷ-27,23.
33.0s”αノαCO〃Cockerell
l早:198-V-5,1早．
ANTHOPHORlDAE
34．脆加α”池”g""αrαﾉ”o"e"sjsTsuneki
4早2c7:'98-Ⅳ-3,2早;'96-Ⅳ-24,2早23．
35．A"rhQphomp/"mjpes（Pallas）
3早:198-V-5,3早．
36．庇かα/o"jα加姉"k"γ〃Cockerell
l3早7ケ:i97-Ⅷ-27,43;198-Ⅸ-13,13早33．
37．Ce'α""a（Ce'α""α）jw“αjYasumatsu
8早4J:'96-Ⅳ-24,1早;i96-Ⅵ-20,1c?；'98-Ⅵ-24,5早1J;197-Ⅷ-27,l早;｜96-X-6,1早2Ca
38．Ceγα""a（Ceγα""α）sarojYasumatsu
l早:196-Ⅵ-20,1早．
39．C”α""a（Ce、""〃jα）βα"esSmith
77早82ケ:196-Ⅳ-24,2早37J;i98-V-5,17早303うI96-VI-20,21早2c7;'98-Ⅵ-24,21早7J;'98-Ⅸ-13,2早;196-X-6,14早6〔弧
40．Cerα""a（Ce'"α""域α）ノ”o"jcaCockerell
2早:'98-V-5,2早．
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41．幻ﾉﾉocQpaqppe"戒c"mrac"c"""oﾉα"sSmith
6早:198-V-5,3早;198-Ⅵ-24,2早；'97-Ⅷ-27,1早．
AP|DAE
42．8o加加s（βo碗6“）jg""“Smith
l？:'96-Ⅵ-20,1？．
以上のように，小矢部市四日町では7科13属23種
654個体，大門町枇杷首では6科15属42種599個体のハ
ナバチが得られた。
採集結果を各属ごとにまとめて表3に示す。あわせ
て近隣での調査結果も示す。
今回の調査は，以前の調査（月に2度程度実施）と
は異なりほぼ月に1度の調査であり，近隣の調査地と
個体数種数の直接比較はできないがその割合の比較は
可能であろう。比較場所は，呉羽丘陵（呉羽山・城山)，
庄川町庄川河川敷，氷見市島尾海岸である。これらの
調査地での結果からは，月の前半もしくは後半のみの
集計では全調査日分の結果に比べ，個体数はほぼ半数，
種類数では70％～80％になるが，各科・属の個体数種
数の割合はほとんど変わらない。
今回の調査結果の特徴は次のとおりである。
小矢部市四日町
1．科のレベルでは，種数ではHalictidaeが12種で最
も多く，続いてAnthophoridaeが5種で続く。個体数
ではHalictidaeが435個体（67％）で最も多く，Andre‐
nidaeが119個体（1種のみ)，Anthophoridaeは種数は
多いが44個体と少ない。Megachilidaeが2種18個体，
その他の科は全て1種のみで個体数も少ない。
2．属のレベルでは，種数では8種のLasjog/o“"加属
が最も多く，Htz"c〃s属とﾊｨｾgac方j/e属が2種であり
表3．調査結果および近隣との比較
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他の属は全て1種のみである。個体数ではHα"c“属
が293個体で最も多く，Lasjog/“s"加属が135個体，
4"‘かe"α属が119個体，他の属の個体数は少なかった。
3．各種の個体数では，HtI"c“αe、""sが最も多く
190個体であり，次いで4"”e"α肋岬hjが119個体，
HtJ"c〃s耐加gro"e"Sjsが103個体，この3種で63％を占
める。次いでLasjog/“s"加城"eが68個体，E"“γα
Sp"γcα”“が36個体である。
大門町枇杷首
1．科のレベルでは，種数ではHalictidaeが13種で最
も多く，続いてMegachilidae，Anthophoridaeが9種，
8種で続く。個体数ではHalictidaeが214個体で最も多
く，次いでAnthophoridaeが209個体と続く，Megachi‐
lidaeは71個体，その他の科はAndrenidae7種86個体，
Colletidae4種18個体，Apidael種1個体である。
2．属のレベルでは，種数では11種のLasjogﾉOSS"加属
が最も多く，4"”e"α属，Mとgacﾙ"e属が7種，6種で
続く。個体数では4種のCere""α属が174種で最も多
く，Lasjog/o“呪加属が168個体，4"”e"α属が86個体，
Mをgacﾙ"e属が67個体で他の属の個体数は少なかった。
3．各種の個体数では，Ce'α""αβαy"esが最も多く1
59個体，次いでLasjOgﾉOS”mpα""O脚"脚が55個体，
Lasjog/“s""o〃ejが54個体，HtJ"α"sαera""sが42個
体，4"”e"α／i‘k"jα"αが34個体，Mｾgach"e〃jppo"jca
が30個体と続き，この6種で62％を占める。
次に，近隣の調査結果と比較する。比較対象は富山
市呉羽丘陵（呉羽山・城山)，庄川町庄川河川敷およ
び氷見市島尾（根来；1993,1995,1997,2001）であ
る。
1．最も種数が少なかったのは，小矢部市四日町の農
耕地で23種であった。これは月に一度の調査であった
ことを勘案しても，他所と比較したいへん少ない。月
に2度程度実施した調査地での結果からの月の前半も
しくは後半のみの集計では，全調査日分の結果に比べ
種類数では70％～80％になるので，小矢部市四日町に
おいて月に2度の調査を行ったとしても30種前後が得
られる程度であろうと思われる。
大門町庄川河川敷では42種が得られているが，これ
も月2回の調査を行えば55～60種が得られる可能性が
あるだろうと思われる。とすると，氷見市島尾海浜で
の種数が47種と2番目に少なくなり，2ケ所の庄川河
川敷（庄川町，大門町）が同程度，呉羽丘陵（呉羽山，
城山）が最も多くなる。
個体数では，小矢部市四日町・大門町庄川河川敷の
個体数を倍した数で比較すると，いずこも1000個体か
ら1300個体程度となり，さほどの違いは見られない。
6壕
2．科のレベルでは，種数の割合において，いずこに
おいてもHalictidae，Anthophoridaeが優勢であり，場
所によりAndrenidae，Megachilidaeがそれらに匹敵す
る。Andrenidaeは庄川町，呉羽山，城山と相対的に標
高の高い場所で多い傾向がみられる。他の5カ所に比
べ小矢部市四日町では，Halictidaeがたいへん多くAn
drenidae，Megachilidaeが少ない。島尾においても
Andrenidaeは少ない。
個体数においては，四日町で他の5ヶ所以上に
Halictidaeが圧倒的に多く，他の5ケ所では優勢であ
るAnthophoridaeはたいへん少なく，Megachilidaeもま
た少ない。島尾ではAndrenidaeが少なく，庄川町では
Megachilidaeが多くHalictidaeは少ない。また，
Melittidaeが四日町と島尾のみで得られている。
3．属のレベルでは，6ケ所であわせて24属得られて
いるが，四日町・大門町・庄川町では13もしくは'5属，
島尾・呉羽山・城山では19もしくは20属が得られてい
る。ノvo”α，Pα""堰加"s，Ameg"/αの各属は呉羽丘陵
城山のみで得られ，即eo/“は島尾のみで，Dasypo”
は四日町と島尾のみで，E"α”jsは島尾と呉羽山のみ
で，Tﾉ1we"sは呉羽山と城山のみで得られている。〃y‐
/αe“．c力α"COC/b胴α・coe"oxys・た"αﾉo"jαは四日町の
みで見られず，4〃ﾙQpﾙo'αは城山のみで，E"ceraは大
門町でのみ見られない。
種数の割合においては，四日町・大門町・島尾では
Lasjog/“s"碗が最も多く，大門町ではついで4"〃e"α
であるが四日町・島尾ではMｾgacﾙ"eである。庄川町・
呉羽山・城山ではA"”e"αが最も多く次いで
z,“jog/o“"腕である。
個体数では，大体においてLasjog/o“"耐，4"”e"α，
Ce'α""αが多いが，四日町では他所に比べHZJ"α"sが
たいへん多くCerα""αがたいへん少ない。島尾では
4"〃e"αが少なく，庄川町ではLasjog/o“"",が少なく，
ともに河川敷での調査である庄川町・大門町では
Mｾgach"eが多い。これらのことが，各調査地での科
のレベルでの違いをもたらしている。
4．各調査地で優勢な種10種を個体数の多い順に記す
と，小矢部市四日町では，Ht1aerα""s，A".k""/ﾙﾉ
Hα応加gro"e"sjs，Lα､城"e，E"平"'cα”“，Lasc""/似m
Lapα""O脚"碗,Bo電"""s，A嬉刀”o"jca,DaJ”o"ocaで
あり，大門町庄川河川敷では，αβαvゆes，Lapaノー
ノ"O脚"耐，Lao方“〃ααera""8，A"んk"jα"α，ハセ"胆一
po"jca，A企Ao6e"sjs，4肌”b/eWgα/α，形加"s"k"r肱
ノ4"j”o"jcaである。
これらと他の4ケ所の上位10種と比較すると，まず，
Lα､〃壇j”腕は島尾のみで多数得られており，この種
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は海岸砂浜を生息場所とする種ではないかと考えられ
る。6ケ所で共通するのはHﾛ.αe『α""sのみである。
他の5ケ所で共通するα′αv叩esは四日町では非常に
少ない。この2種はオープンランドで優勢な種であ
るが，α〃vやesは主にススキの枯れ茎に営巣し，四
日町ではススキの株がたいへん少なかったことで少数
にとどまったものと思われる。
6ヶ所全てで共通して記録された種は案外少なく，
6ヶ所で記録された110種（ニホンミツバチ・セイヨ
ウミツバチを除く）のうち，HZzae'α""s，〃上Jお加g‐
/o"e"s応，Z,α､oﾙej，Lα､pα""O脚"胴，Lα,p”xJ胴α/"脚，Z,α
“""/""'’4"・肋"r〃i，ハセJs"'wge"sjs，αβαv叩es，鞠ﾉ．
αppe”jc"/"α，βo堰"""sの11種のみ，1ヶ所のみで記
録の無い種は，CQp"e"α“，Lα”"e，LaJ”O"!c"碗，
Lα､腕""/"脚，Lα､o“j火"s’4"j〃o"ﾉCa，C〃””"/α，
A煙"”o"zca，ajwα/αj，E".”"'cα”“’4"fpﾉ""'ゎes
の11種で，その多くは小矢部市四日町で記録の無いも
のである。
これらの種は，大体において個体数も多く富山県の
平野部～丘陵地のハナバチ相の主要部分を形作る（た
だし，平地のハナバチ相を代表するかどうかは別であ
る。それについては山地・高山を併せた全体的な比較
の上，後日考察したい｡)。
少数個体のみが採集された種を除き（少なくとも一
ヶ所で10個体以上採集された種で）1ヶ所のみで記録
された種は，Lαβ噌域""，M''pac抗Caで，Lα
か/gj”mについては上記のように砂浜の種と思われる。
2ヶ所でのみ記録のある種は，Lα/aev/ye""e，La
splO，4〃ec方jze"jα’4"んk剛/α"α，A".s"〃eWgara，4〃
Qpac肋yea，』""α"'αro，DaJ叩o"ICα，Cryα"o"js，Aを．
ﾙ"”"s，ル垣J”o"jcaであり，DaJ“o"jcaは平野部で，
4"Jﾉα碗α/0，4〃叩αc加vea，CrJﾉα"o"js，Aセル"”"sは丘
陵地で，他は砂浜もしくは河川敷で記録された種であ
り，各々それぞれの環境に生息地が限られる可能性が
有る。
三ヶ所で記録のある種のうち，A"上αg妙αでは丘陵
地，A生Ao6e"”は砂浜・河川敷，4".”""〃/αは丘陵
地，4"方α"croj昨sは丘陵地，砂加αc"e"〃s・〃W""s"‐
碗"『α/は海浜・河川敷を生息地とするものと思われる。
二ケ所で記録の無い種のうち，C〃Sc"わ〃'α"s・C"叩一
o"jca・BQar火"sは丘陵地・林地に生息しオープンラ
ンドには生息しないものと思われる。
その他の種については，その各々について特徴を明
示できるほどには調査は進んでいない。
5．各調査地での上位の種の全体の個体数に占める割
合をみると（表4），四日町では上位3種で63％，上
61
位5種で79％と他所に比べ（他では3種で45％前後，
5種で60％弱）たいへん高く，また特定のグループの
占める割合が多く，ハナバチ種数の少ないことと併せ
ると，四日町のような農耕地では，ハナバチの多様性
が低いのではないかと考えられる。それは，林地が無
く一様に近い草原的オープンランドで環境的にも土壌
的にも多様性に乏しいことにより，また除草による定
期的な開花植物の喪失，農薬の散布等も影響している
可能性も大きい。
表4．6調査個所での上位種の個体数の割合(％》
小矢部大門島尾庄川呉羽城LL
1種’292724211426
’3種634542442847
15種795755574058
季節的消長
図2にハナバチの季節消長を示す。
小矢部市四日町，大門町庄川河川敷共に，大雑把で
はあるが，初夏に個体数が最も多くなり，夏季秋季と
減少する。
種数では，四日町では夏季減少するが，大門町では
秋には減るものの夏季にはさほど減少しない。
他の4ケ所と比べると，呉羽丘陵（城山・呉羽山）
と庄川町庄川河川敷では，種数．個体数共に春・秋と
ピークが見られる。庄川町庄川河川敷の調査結果（呉
羽丘陵では9月中旬・下旬ともに多いが，庄川町では
9月下旬に種数・個体数のピークがあるがその前後の
調査日では共に少ない｡）からみれば，月1回の調査
では秋のピークを逃した可能性もあるが，月に2回9
月下旬にも調査をした島尾でも秋のピークが見られな
かったので，平野部や海岸近くでは秋のピークは見ら
れないのかもしれない。
呉羽丘陵と庄川町では春のピークは種数・個体数共
にAnthophoridaeとAndrenidae，秋のピークはMega‐
chilidaeもしくはAnthophoridaeの寄与が大きいが，秋
のピークが見られなかった四日町，大門町，島尾では
春のピー クのHalictidaeの寄与が大きくなる。
訪花性
訪花植物を各科にまとめたものを表5に示す。
小矢部市四日町において調査期間中ハナバチの訪花
をうけた植物は19科37種である。そのうちハナバチの
訪花が最も多い科は，キク科植物（10種）で全採集ハ
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図2．小矢部市四日町，大門町枇杷首におけるハナバチの季節消長
の訪花が最も多い科は，キク科植物（10種）で全採集
ハナバチ個体数の24％が得られている。中でもヒメジヨ
オンが最も多く採集ハナバチ個体数の9％が得られて
いる。次いでヤナギ科（2種）が多く20％（ほとんど
がタチヤナギ）でこの2科で44％になる。マメ科（4
種）13％，12％のバラ科，11％のスイカズラ科，5％
のシソ科と続き，その他の科の個体数はたいへん少な
い。訪花の多かった植物は，タチヤナギ，タニウツギ
(9％)，ヒメジョオンに次いでオヘビイチゴ（8％)，
コマツナギ（8％)，コウゾリナ・ノコンギク（5％〉
である。
コハナバチ科は，キク科・バラ科・スイカズラ科へ
の訪花が多く，ヒメハナバチ科ではヤナギ科への訪花
が圧倒的に多い。コシブトハナバチ科ではキク科・ヤ
ナギ科・スイカズラ科・マメ科を訪花し，ハキリバチ
科ではマメ科へ，ムカシハナバチ科ではキク科に多く
訪花した。
個体数が多く出現期間も長いグループでは，その時々
の優勢な植物を中心に多くの科にわたる植物を訪花し，
ナバチ個体数の52％が得られている。中でもコウゾリ
ナが最も多く採集ハナバチ個体数の22％が得られてい
る。ついでマメ科（6種）が多く21％（マメ科中では
シロツメクサが最も多く14％）でこの2科で72％にな
る。次いで5％のカタバミ科（カタバミのみ)，3％
のアブラナ科（イヌガラシのみ）と続き，その他の科
の個体数はたいへん少ない。訪花の多かった植物は，
コウゾリナ，シロツメクサに次いでアキノノゲシ（9
％)，ハルジョオン・ヒメジョオン・アカツメクサが
(6％）である。
コハナバチ科は，キク科・マメ科への訪花が圧倒的
に多く，ヒメハナバチ科（4〃k""”一種）ではほと
んどがキク科である。コシブトハナバチ科・ミツバチ
科（Bo・jg"""s一種）では多くがマメ科を訪花し，ム
カシハナバチ科（cap“e"""s一種）・ケアシハナ
バチ科（Dαノ叩O"cα一種）ではすべてがキク科に訪
花した。
大門町庄川河川敷において調査期間中ハナバチの訪
花をうけた植物は17科38種である。そのうちハナバチ
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表5－1．小矢部市四日市における訪花植物
ハナバチ個体数．種類数
個体数合計(%）種類数合計(%） 扉悪劉
Col、
個体数種数
Hal・
個体数種数
And・
個体数種数
Mel･
個体数種数
Meg･
個体数種数’
植物科名 Ant，
個体数種数’
種類数 A
個体数
｢王ｱ河~－キク科
マメ科
カタバミ科
アブラナ科
キンポウゲ科
ブドウ科
シソ科
キツネノマゴ科
ツユクサ科
ウリ科
サクラソウ科
アカバナ科
オオバコ科
オトギリソウ科
ヒユ科
フウロソウ科
ベンケイソウ科
ミソハギ科
ユリ科
337(51.5｝
135(20.6》
32（49》
22（3．4）
17（2．6》
16（2．4）
13（2．0〉
7（1．1》
5（0．8〉
4（0．6〉
3（0．5〉
2（0．3〉
1（0．2〉
1（0．2〉
1（0．2〉
1（0．2）
1（0．2）
1（0．2）
1（0．2）
17(73.9）
10(43.5）
5(21.7）
8(34.8）
5(21.7）
3(13.0）
6(26.1）
4(17.4）
3(13．0）
1（4．3）
1（4．3）
1（4．3）
I（4．3）
1（4．3）
I（4．3）
1（4．3）
I（4．3）
1（4．3）
1（4．3）
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表5－2．大門町枇杷首における訪花植物
ハナバチ個体数．種類数
個体数合計(％）種類数合計(％）
CO1．
個体数種数
Hal・
個体数種数
And、
個体数種数
植物科目 Meg・
個体数種数
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個体数種数
?
????????????
????????????
?????????????????? ?????? ?????????? ッャ
141(235＞
121(20.2》
78(13.0》
72(12.0〕
63(10.5；
32(53》
9(L5）
6(1.0｝
5(0.8〉
4(0.7〉
4(0.7＞
4(0.7〉
3(0.5｝
2(0.3＞
l(0.2＞
l(0.2》
I(0,2〉
????????
19(452）
13(31.0）
14(33.3）
10(23.8）
15(35.7）
9(21.4）章
7(16.7）：
4(9.5）：
3(71）：
2(4.8）‘
3(7.1）車
l(24肥
l(2.4）車
l(2.4兆
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出現期間の限られたグループでは，特定の植物を訪花
する傾向が見て取れる。
両所ともキク科・マメ科への訪花ハナバチ個体数・
種数が多いのは，両科の開花種数が多く開花期間が長
く，開花面積が大きいことが多い要因であろう。また
大門町庄川河川敷でのヤナギ科への訪花が多いのは河
川敷という環境からヤナギ類が多く存在することによ
るのであろう。
各調査地での訪花個体数の多い科上位4科をみると
(表6)，キク科が4ケ所において1位，残り2ケ所で
2位であり，マメ科が一ケ所で1位，3ケ所で2位，
一ケ所で3位，のこり一ヶ所で4位である。このキク
科・マメ科の2科が平地・丘陵地での一般的な主要な
訪花対象となっており，それに併せてアブラナ科やバ
ラ科が加わり，加えて丘陵地ではウルシ科やスイカズ
ラ科が，河川敷ではヤナギ科がというように，環境に
応じて異なった植物が各場所での主要な訪花対象となっ
ている。
小矢部四日町，呉羽丘陵呉羽山では，訪花個体数の
上位5種の訪花植物のうち，3種が帰化植物である
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表6．訪花個体数上位4科の植物への訪花割合（％）
「｜小矢部’大門｜島尾 城山呉羽庄川
キク科
マメ科
ウルシ科
スイズラ科
??????
キク科
マメ科
ウルシ科
アブラナ科
マメ科24
キク科l唇
トウダイグサ科E
ヤナギ科
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バラ科
キク科
アブラナ科
マメ科
?
?????? ??
2；
1E
￥~：
キク科
マメ科
カタバミ科
アブラナ科
?????????? 、、? ?
訪花個体数上位5種の植物（太字は帰化植物）
小矢部｜大門｜島尾
???
城山庄川｜呉羽
ｿナギ’ヒメジョオン
メガシワハギ
ギ類シロツメクサ
ノ葡リナ｜ニガナ
ジョオン｜ハルジョオン
コマツナギ
アカ ガシワ
ヤナ 類
|彦路〉
ニガナ
ヒメジョオン
タンポポ類
ヒヨドリバナ
ハギ類
タチヤナギ
タニウッギ
ヒメジョオン
|柔鱒≦
ハマナス
ハマダイコン
ハルジョオン
ハマヒルガオ
ハマゴウ
?????
?????? ョョ?ッ???????
?
首では秋には減るものの夏季にはさほど減少しない。
3．小矢部市四日町，大門町枇杷首ともにキク科花上
で得られた個体が最も多く，小矢部市四日町において
は採集個体数の約50％がそうであり大門町枇杷首にお
いては約25％がそうであった。次いで小矢部市四日町
ではマメ科，大門町枇杷首ではヤナギ科花上でともに
約20％の個体が得られた。小矢部市四日町では，コウ
ゾリナ，シロツメクサ，アキノノゲシヘの訪花が多く，
大門町枇杷首では，タチヤナギ，タニウツギ，ヒメジョ
オンヘの訪花が多かった。
(表7)。他の4ケ所においても5種のうち1種は帰化
植物である（呉羽丘陵城山では「タンポポ類」として
集計したものが5種のうちに入っているがほとんどは
セイヨウタンポポであるのでここでは2種となる｡)。
これは，平野部・丘陵地では，ハルジョオン，ヒメジョ
オン，シロツメクサ，セイヨウタンポポといった帰化
植物が既にハナバチ類の訪花対象として大きな位置を
占めていることを示すとともに，特に農耕地や丘陵地
では主要な位置を占めるようになっていることを示し
ている。
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